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売上高経常利益率連結経常利益 古河スカイ 住友軽金属工業 UACJ

親会社株主に帰属する当期純利益

注：4月1日から3月31日までの事業期間を年度として定めています。2016年度は、2017年3月末で終了した事業年度を表します。
2013年度より、期末日満期手形等の会計処理を変更しましたが、2012年度以前の主要な経営指標等については遡及処理前の数値を記載しています。
2012年度以前は旧古河スカイと旧住友軽金属工業の単純合計です。2013年度上半期は旧両社合算、下半期はUACJの業績数値を記載しています。
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財務

収益性 安全性・成長への投資

連結売上高 フリー・キャッシュ・フロー連結経常利益／売上高経常利益率 有利子負債／D/Eレシオ

設備投資自己資本／自己資本比率親会社株主に帰属する当期純利益／ROE Adjusted EBITDA

財務・非財務ハイライト

当社製品の販売価格は「地金価格＋加工賃」に相当するため、売上
高は地金市況の影響を受けます。2016年度は、販売数量が前年度
を上回ったものの、地金価格の下落や為替換算の影響を受けてほぼ
前年度並みとなりました。

2016年度は、地金価格の下落にともなう棚卸評価関係の悪化によ
る影響が前年度より縮小したことやコストダウン効果などにより、増
益となりました。

積極的な成長投資をしているため有利子負債は増加していますが、
公募増資および格付上50％の資本性が認定される劣後ローンな
ど、財務基盤強化施策を2017年3月に実施したことにより、2016
年度のD/Eレシオは1.49倍と改善しました。

2014年度の設備投資は、UACJ（Thailand）Co., Ltd. ラヨン製造
所の建設にともない大きく増加しました。2016年度は主に米国の
ローガン工場における鋳造設備への投資を実施しました。

2017年3月に実施した146億円の公募増資により、2016年度の
自己資本は増加しました。これにともない、自己資本比率も改善し
ました。

2016年度は、前年度に計上していたLogan Aluminum Inc.にお
ける受取保険金がなくなったものの、それを上回る経常利益の増益
があったため、親会社株主に帰属する当期純利益も前年度を上回
り、ROEも向上しました。

世界規模での成長に向けた投資を加速しているため、フリー・キャッ
シュ・フローは2013年度からマイナスとなっています。今後も戦略的
な投資と財務の健全性とのバランスを図りながら経営を推進してい
きます。
フリー・キャッシュ・フロー＝営業キャッシュ・フロー＋投資キャッシュ・フロー

Adjusted EBITDAは、EBITDAから地金価格の変動にともなう棚卸
評価関係を控除したもので、実力ベースの収益性指標としています。
2016年度は、増益に大きく寄与した棚卸評価関係の改善を除いて
も増加し、3期連続の増益となりました。
Adjusted EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費－棚卸評価関係
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移動量
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注：4月1日から3月31日までの事業期間を年度として定めています。2016年度は、2017年3月末で終了した事業年度を表します。
2012年度の数値は旧古河スカイと旧住友軽金属工業の実績値を合算、2013年度上半期は旧両社合算、下半期はUACJの業績数値を記載しています。

※集計範囲：UACJ(名古屋、福井、深谷、日光）、UACJカラーアルミ、UACJ押出加工名古屋（名古屋、安城）、UACJ押出加工小山、UACJ押出加工群馬、UACJ押出加工滋賀、UACJ鋳鍛、
UACJ製箔（滋賀、野木、伊勢崎）、UACJ銅管

791,017

（製品中の含有元素であるマンガン、クロム、ニッケル、鉛を含む）

海外市場向け

非財務

岡田 満
代表取締役社長

環境変化を新たな成長機会と捉え
世界的な競争力を一層強化していきます。

財務

財務・非財務ハイライト トップメッセージ
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